
広報

L¥九，"." " ， ~JぶJ 自然の中に親しみながら 、家族のふれあい、地
司弘長平以F 域の人とのふれあいを深めようと郡川・鬼橋下の

河川敷で5月15日、「郡川|の自然に親しもう会」

(竹松小学校区健全協・郡)11の自然に親しむ会主催)

が行われ、家族連れなど約400人が参加、川遊び
を楽しみました。

水生生物の観察、お年寄りの指導での水でつほ

う作り O また、石の重量当てクイズや石投げの技

術を競う郡 (コオリ)ンピック、地元の伝説に基

づく“かっぱ"にちなんだ新企画も登場。

アユの稚魚の放流などもあり、子どもたちの歓

声が沸き返り、楽しい思い出づくりの 1ページと
なりました。
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争
り
菱
-

諮
問
堅
い
契
り
を
永
遠
に

H
姉
妹
都
市
提
携
叩
周
年
記
念
式
典
H

V
大
村
市
と
角
館
町
の
縁

徳
川
幕
府
が
終
わ
り
、
明
治
維
新
を
迎

え
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
に
反
対
す
る

奥
羽
幻
余
藩
は
、
勤
王
派
で
あ
る
秋
田
藩

へ
の
征
伐
を
決
め
、
猛
攻
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
か
ら
1
2
6
年
前
の
こ
と
で
す
。

新
政
府
は
、
遠
く
九
州
諸
藩
か
ら
も
援

寧
を
送
り
ま
し
た
。
大
村
藩
か
ら
は
、

3

2
6
人
の
藩
士
を
派
遣
。
戦
死
者
7
人、

そ
の
中
に
、
敵
弾
に
倒
れ
た
、
わ
ず
か
日

歳
の
少
年
鼓
手
・
浜
田
謹
吾
が
い
ま
し
た
。

約200人が出席して聞かれた姉妹都市提携15
周年記念式典 (6/4・市コミセン)

力、くのだて

昭和54年7月、秋田県角館町と大村市が姉妹都市を

結んで、ちょうど15周年を迎えました。

この15周年を記念し6月4目、市コミセンで約200人
が出席して姉妹都市提携15周年記念式典が開かれまし

おやま

た。 また、大村公園では角館町秋祭りの「飾山ばや

し」や郷土芸能「黒丸踊」が披露され、角館町と大村

市の友好を深めました。

少
年
の
着
物
の
内
襟
に
「
二
葉
よ
り
手

く
れ
水
く
れ
待
つ
花
の
君
が
御
為
に
咲
け

や
こ
の
と
き
」
と
い
う
、
わ
が
子
を
励
ま

す
た
め
に
書
き
し
る
し
た
母
親
の
歌
が
縫

い
つ
け
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
た
地
元
の
人
は
大
い
に
感
激

し
、
今
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま

た、

7
人
の
遺
体
は
角
館
町
に
手
厚
く
葬

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
縁
が
も
と
で
、
角
館
町
と
大

村
市
は
姉
妹
華
巾
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
角
館
町
か
ら

高
橋
町
長
を
は
じ
め
佐
々
木

町
議
会
議
長
、
角
館
町
戊
辰

ーか
い

お
や
ま

会
、
飾
山
ば
や
し
の
皆
さ
ん

約

ω人
が
、
ま
た
、
市
か
ら

松
本
市
長
を
は
じ
め
、
中
村

市
議
会
議
長
、
姉
妹
都
市
親

ご
お
う
か
い

善
協
会
、
五
嘉
比
五
、
約
1
4

0
人
が
出
席
。

松
本
市
長
が
、
「
角
館
町
の

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
刺
激
を
受
け

た
。
今
後
、
祭
り
や
青
年
の

交
流
を
深
め
、
き
ず
な
を
さ

ら
に
強
め
た
い
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
高

橋
町
長
は
、
「
大
村
藩
士
の
お

か
げ
で
角
館
は
戦
禍
を
免
れ

た
。
こ
れ
を
縁
と
し
た
友
好

の
き
ず
な
は
変
わ
ら
な
い
し
、

地
縁
の
み
な
ら
ず
血
縁
の
発

展
を
念
願
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
流
に
尽
く
さ

れ
た
戊
辰
会
や
吾
往
会
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
そ
し
て
少

年
合
唱
団
に
よ
る
記
念
コ
ー

ラ
ス
が
式
典
を
盛
り
上
げ
、

日
周
子
乞
祝
い
ま
し
た
。飾山ばやしを披露される

角館町の皆さん

大村力、ら黒丸踊を披露

熱唱する大村少年合唱団

地域発展にご尽力

一AQE
一

一総

吋

一

貰
ナ

二
一

一絡
で
~

午

、蓮
「

~

総
会
で
は
、
地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
永
年
勤
続
者
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
(
5
/
お
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

=永年勤続者を表彰=

町
務
連
絡
員
総
会
が
5
月
お

日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
、

永
年
、
行
政
と
町
内
会
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
永
年

勤
続
者
の
方
々
の
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

o
m年
:
・
上
野
類
作
(
宮
小
路

2
丁
目
)

o
m年
:
福
田
健
(
乾
馬
場
)

0
5
年
・
岩
崎
宏
(
下
久
原
)
、
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測
又
次
(
旭
団
地
)
、
西
田
健

(一二
城
第
1
)
、
森
林
英
雄
(
大

佐
古
)
、
小
玉
泰
磨
(
荒
平
)
、

岸
川
利
(
池
田
ア
パ
ー
ト
)
、
山

浦
珪
吾
(
水
田
町
)
、
永
野
重
吉

(
辻
田
)
、
田
中
猛
(
松
山
町
)
、

大
田
政
治
(
松
並
2
丁
目
)
、
田

空
一
貫
(
植
松
3
丁
目
)
、
柿
平
俊

之
(
久
良
原
)
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，( 

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
曲
霊
南
の
水
路
や
集
落
内
の
排
水
路

川
・
湖
な
ど
の
農
村
を
と
り
ま
く
環
境
を
良
く
し
、
農
業
生
産
性
を

吉岡め
、
自
霜
の
仕
落
事
快
適
に
す
る
た
め
に
、
自
-
符
室
町
台
附

風
畠
安
ハ
ぴ
ど
か
ら
出
る
活
水
害
集
め
て
、
こ
れ
を
き
れ
い
に
す
る
事

業
で
す
。
(
対
象
は
、
公
共
下
水
道
の
並
震
か
閃
難
藷
肩
掛
区
で
一
旦

事
業
内
内
在
、
清
水
事
集
め
暴
露
の
謹
直
と
、
汚
水
を
浄
化
す

る
処
理
聾
認
の
襲
警
す
。

県内初の農業集落排水事業

萱瀬環境浄化センター完成

平
成
2
年
度
か
ら
、
県
下
で
初

め
て
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
た
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
に

よ
る
「
菅
瀬
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

が
妻
、

5
月
初
日
、
現
地
で
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
整
備
さ
れ
た
萱
瀬
地
区

(
田
下
町
j
中
岳
町
)
は
1
3
1一尺

6
2
0
人
が
対
象
。
汚
水
管
の
総

延
長
は
約
6
、
6
0
0
メ
ー
ト
ル
、

総
事
業
費
は
約
6
億
6
0
0
0
万

円
。閉
鎖
性
海
域
で
汚
濁
が
進
む
大

村
湾
。
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

と
と
も
に
大
村
湾
浄
化
に
も
つ
な

が
り
大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
落
成
式
に
は
田
中
助
役
を
は
じ

め
地
元
関
係
者
約
1
0
0
人
が
出

席
、
神
事
な
ど
の
あ
と
、
処
理
施

設
の
稼
働
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
、

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

な
お
、
萱
瀬
下
地
区
(
宮
代
町
、

原
町
、
荒
瀬
町
)
1
9
5
戸
、
対
象

1
、
1
4
0
人
に
つ
い
て
も
、
平
成

3
年
度
か
ら
管
路
施
設
を
整
備
中

で
あ
り
、
平
成
6
1
7
年
度
に
汚

水
処
理
施
設
を
建
設
、
供
用
開
始

は
、
平
成
8
年
度
の
予
定
で
す
。

最
終
的
に
は
8
処
理
区
(
萱
瀬
、

萱
瀬
下
、
鈴
田
上
、
鈴
田
下
、
今

富
-
福
重
、
武
留
路
、

三
浦
)
を

平
成
初
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
計

画
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
耕
地
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

災害が起こる前に

梅
雨
入
り
を
控
え

危
険
個
所
を
視
察

雨
期
を
前
に
、
防
災
体
制
へ
の
万
全
を

図
る
た
め
5
月
白
日
、
災
害
危
険
個
所
の

9
9
8さ
巴
司
お

市
制
市
川
調
。

担当職員の説明を受けながら危険個所をチェックす
る松本市長(左から3人目)ら(5/31・武部町)

視
察
お
よ
び
、
防
災
・
水
防
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

長
個
附
の
視
察
に
は
、
松
本
市
長
を

は
じ
め
市
関
係
者
、
警
察
署
、
消
防
署
、

諌
早
土
木
事
務
所
な
ど
約
初
人
が
参
加
、

市
内
の
急
傾
斜
地
や
た
め
池
な
ど
の
危
険

鋼
所
を
巡
視
し
ま
卜
し
た
。

防
災
・
水
防
会
議
で
は
、
市
、
警
察
署
、

消
防
署
、
町
内
会
な
ど
の
関
係
者
ら
約
印

人
が
出
席
。
自
主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど

に
よ
る
防
災
体
制
の
強
化
や
警
戒
監
視
に

よ
る
情
綴
区
域
対
策
の
促
進
、
災
害
情
報

の
収
集
・
通
信
連
絡
体
制
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

積土俵工法などの訓練をする
消防団の皆さん (6/5・荒瀬町)

雨期を控え、 豪雨による災害に備

えた水防訓練が 6月 5日、荒瀬橋下

流堤防で行われました。

訓練に参加したのは、 8. 9・10・

15分団ら約80人。堤防の越水などを

防止するための、積土俵工法やせき

板工法を手際よく行い、防災体制に

万全を期しました。
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健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

H
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
あ
ら
ま
し
H

こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
国
で
は
「
高
齢
者
保

健
福
祉
叩
か
年
戦
略
(
ゴ
ル
ド
フ
ラ
ン
)」
を
策
定
し
、
保
健
福
祉
の
分
野
で

実
現
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
日
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
は
じ
め
、
だ
れ
も
が
と
も
に
暮
ら
し
、
住
み
な
れ
た
場
所
で
生
活
で

き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
本
前
で
は
、
引
世
紀
の
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め

に
、
保
健
と
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
拡
充
を
図
り
な
が
ら
住
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
企
業
の
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ビ
ー
な
ど
主
体
的
な
参
加
を
通

じ
て
、
行
政
と
手
を
と
り
協
力
し
あ
い
な
が
ら
継
続
的
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
す

る
大
村
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ビ
ー
-
・
・
企
業
な
ど
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
で
す
。

高
齢
者
の
人
口
推
移
は

市老連スポーツ大会より

下
の
表
は、

平
成
4
年
と
幻

世
紀
を
迎
え
た
平
成
ロ
年
の
人

口

(
予
測
)
を
表
し
た
も
の
で

す
。こ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
4
年

と
比
べ
て
平
成
ロ
年
に
は
臼
歳

以
上
の
人
口
が
1
2
、
6
9
1
人

(
2
、
7
9
9
人
増
)
、
高
齢
化

率
に
お
い
て
は
日

・
6
%
(
2

・
5
%増
)
で
6
・
4
人
に
l

人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

大村市の将来推計人口

平成4年 平成12年

総人口 75，420人 81，168人

65歳以上の人口 9，892人 12，691人

(高齢化率) (13.1 %) (15.6%) 
ーーー---一一ー一一一一 一一一一一一一一一一一一ーー

うち在宅要介護老人
122 152 

内訳 踊呆 76 99 
虚弱 413 533 

来高齢化率Cli、総人口1:占める高齢者(峨以上)の人口の割合です。

健康・生きがい対策の推進は

-
健
康
つ
く
り
対
策
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
、
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
な
機
会
の
提
供

に
努
め
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
り
ま
す
。

-
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
拡
充
や
友

愛
汁韻
同
、
日
常
生
活
援
助
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
活

動
基
盤
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

-
社
会
央
診
加
活
動
の
推
進

高
齢
者
と
各
世
代
と
の
交
流
や

社
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
戸
加
と
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そ
の
場
づ

-
高
齢
者
の
就
労
促
進

公
共
職
業
安
定
所
と
の
連
携
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

充
実
を
図
り
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
活
動

の
場
の
確
保

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
生
き

が
い
創
造
の
活
動
拠
点
と
し
て
整

備
に
努
め
ま
す
。

保
健
福
祉
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備
は

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
強
め
情
報
交
換
な
ど
を
図
り
、
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
体
制
に
し
ま
す
。

ま
た
、
担
域
防
窓
口
や
広
報
の
充
実
お
よ
び
利
用
手
続
き
の
簡
素
化
を
推

進
し
、
高
整
主
人
ひ
と
り
の
一
了
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

率
的
な
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
は

私
た
ち
は
、
老
後
を
明
る
く
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
ち
、
介

護
状
態
に
会
っ
て
も
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
家
族
や
仲
間
と
と
も
に

暮
ら
し
て
行
け
る
よ
う
な
福
祉
社

会
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
む
中
、
家
族
で
の
介

護
龍
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
口

そ
こ
で
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
整
備
・
拡
充
し
、
多
様
化
す
る

高
齢
者
の
ニ

l
ズ
に
き
め
細
か
く

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
保
健
の

面
で
も
老
人
保
健
事
業
を
中
心
に

次
の
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。¥¥¥¥  ねたきり 痴呆 虚弱 備 考

ホームヘルフaサービス 週 3回 週3回 週 1回 ヘル パー度数1243人人) (平成4年

デイサービス 週 2回 週 3回 週 1回

ショートステイ 年 6回 年 6回 年 1回 (平ベ成ソ4年ド数度342床4床 )

訪問指導 年12回 年12回 年 6回

機能訓練 週 2回 週2回

訪問看護 週 2回 (平看成護5年婦4数月13.人人)

平成 6年 7月号

平成11年度の保健福祉サービス実施の目標

広報おおむら

-
健
康
雲
同
・
健
康
頚
畝一

死
亡
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
心

疾
患
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
肝

疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾
病
予
防

の
た
め
、
健
康
教
育
や
健
康
相
談

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
健

康
福
祉
ま
つ
り
を
実
施
し
、
健
康

へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

-
健
康
診
査

利
用
券
に
よ
る
受
診
を
行
っ
た

り
、
職
場
や
地
域
で
の
検
診
健
康

彊
導
員
を
設
置
し
て
健
康
診
査
を

推
進
し
ま
す
。

@
機
能
訓
練

送
迎
の
確
保
や
病
院
な
ど
と
の

連
携
、
ヘ
ル
パ
ー
や
民
生
児
童
委

員
と
の
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、

機
能
訓
練
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
訪
問
遣

口
腔
、
栄
養
指
導
、
痴
呆
老
人

種
等
、
生
活
習
慣
改
善
指
導
、
ね

た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
の
指
導
な
ど
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
在
宅
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

-
老
人
訪
問
一
重

家
庭
に
い
な
が
ら
看
護
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
訪
問
看
護
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

施設サービスの目標は

高齢者の多様なニーズに応えられる総

合拠点として保健福祉施設を整備してい

きます。整備に関しては地域的なバラン

スに配慮し調整を図ります。

保健福祉施設サービスの整備目標

施 三員F又L 平成4年度 平成11年度

特別養護老人ホーム 2か所 (170床) 3か所 (220床)

ケアハウス Oか所 ( 0床) 1か所 (50床)

デイサーピスセンター 1か所 5か所

養護老人ホーム 1か所 (50床) 1か所 (50床)

軽費老人ホーム 1か所 (50人) 1か所 (50人)

在宅介護支長七ン?ー 1か所 2か所

老人保健施設 1か所(100床) 3か所 (300床)

老人語関看護ステーション 1か所 1か所

在
宅
福
祉
を
支
援
す
る

体
制
づ
く
り
は

社
会
福
祉
盈
融
会
と
の
相
互
連
携
を
強
め
て
い
く
と
と

も
に
、
地
区
社
会
福
祉
盈
雲
を
設
置
、
拡
充
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
施
策
の
充
実
や
意

識
啓
発
、
活
動
支
援
を
行
い
活
動
基
盤
・
拠
点
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

市老連スポーツ大会より

ね
た
き
り
老
人
ゼ
ロ

作
戦
の
展
開
は

古同
以
竪
台
が

「ね
た
き
り
」
あ
る
い
は
「
ね
か
せ
き
り
」
と
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
、
ま
た
は
防
止
し
な
が
ら
地
域
に
お
け
る
機
能

訓
練
体
制
の
整
備
、
健
康
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

住
宅
・
住
環
境
の
整
備
は

歩
道
の
散
請
、
公
共
の
薬
対
物
や
道
路
、
住
宅
な
ど
に
お
い
て
高

齢
者
の
利
用
に
配
慮
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
協
力
し
高
竪
号
交
通
事
故
や
犯
罪
と
い
っ

た
被
害
か
ら
未
然
に
防
止
し
、
暮
ら
し
の
安
全
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

学
習
・
教
育
対
策
は

高
齢
者
の
円
孟
息
場
を
推
進
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
大
学
な
ど
の

事
堕
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
共
に
学
び
あ
う
生
涯
学
習
の

推
進
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
学
習
、
文
化
活
動
を
通
じ

て
豊
か
な
経
験
や
知
識
を
社
会
参
加
の
中
で
発
揮
し
た
り
、
生
き
が

い
守
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
涯
保
健
は

- 5 -

保
健
事
業
は
、
高
監
台
だ
け
で
な
く
各
世
代
に
対
し
て
生
涯
保
健

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
母
子
保
健
、
成
人
歯
科
保

健
、
婦
人
の
健
康
守
つ
く
り
推
進
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
各
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。



ラ
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(6/12-市民会館〉

第20回大村少年合唱団定期演奏会が6月12

日、市民会館で行われ、すばらしい歌声で満

席の観衆を魅了しました。

今回は、「天使の羽マーチ、ブルース力イほ

かJや組曲「小さな人形姫のものがたり」な
どを披露、美しい八一モ二 とみごとなチー

ムワークでりっぱな成果をあげました。

8月には姉妹都市提携15周年記念として、

秋田県角館町での公演が予定されています。

.A..心一つで美しいハーモニー

平成 6年 7月号

vいつまでもお元気でノ
(6/7 -市立清和園)

養護老人ホーム「清和園」の創立40周年記念式典
が6月7己、問ホムで行われました。
清和園は昭和29年、池田新町に敬老院として発
足、昭和38年に清和園と名称変更。昭和48年、現

在地に移転しました。

入居者は現在46人、平均年齢ワ8歳 (最高年齢91

歳)。 季節の行事や趣味を楽しむほか、奉仕作業に

もこころよい汗を流されています。

昨年は「夏越まつり」の大村音頭コンテストに初

出場、みごと夢大賞を受賞、チームワ クのよさを

発揮しました。

広報おおむら

r 

企上手に錨けたねノ (6/5大村公園)

第6回を迎えた花の街スケッチ大会 (商工会

議所青年部主催)が6月5目、多くの花見客で
にぎわう大村公園を会場に行われました。

この日は絶好のスケッチ大会日和。会場には、

保育園幼稚園児、小・中学生など約600人が

参加、優雅で気品のある花しょうぶや、しっと

りとした風情のアジサイ 、白塀とマッチした板

敷櫓、堀の中を涼しげに泳ぐ白鳥などを思い思

いにスケッチ。どの作品もみごとな出来栄えで

した。
企楽しく健康づくり

(5/2ワ-市営陸上競技場)

大村市老人クラブ連合会のスポ ツ大

会が5月27日、市営陸上競技場で行われ、

市内64老人クラブから約1.400人が参加、

さわやかな汗を流しました。

50m走や輪投げリレー、ボール送り-

ボールけり競争などがあり 、またロマン

ス旅行と題した力一ド合わせ競争では 、

お互いが仲良くゴールして楽しいひとと

きを過ごしました。

砂日ごろ鍛えた技を

十二分に発揮
(6/12市民体育館)

市内および県内外から 146

チームが参加して行われた

「全九州少年剣道優勝大会-

大村菖蒲まつり少年剣道大

会」。

会場の市民体育館では、剣士たちが日ごろ鍛えた創さばきを十二

分に発揮、白熱した戦いが繰り広げられ、盛んな声援が飛び支いま

した。

E、
h
v
1
日
で
、
な
ん
と
?
万
個

も
f

(6
/
5
大
村
公
園
)

6
月

5
日
、
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
た
「
空
き
か
ん
ヰ
ャ
ン
ぺ

ー

ン」
。
大
村
市
で
も
同
日
、
各
家
庭

や
町
内
会
、
事
業
所
な
ど
市
民
総

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
大
村
公
園
で
は
、
早
朝
か

ら
婦
人
会
、
青
年
会
議
所
、
商
工

会
議
所
、
ボ
ー
イ
お
よ
び
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
な
ど
約

1
0
0
人
が
参

加
、
空
き
か
ん
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
、

タ
パ
コ
の
す
い
殻
な
ど
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
空
き
か
ん
は

約

7
万
個
、
重
量

3
、
1
4
7
同
に

も
な
り
ま
し
た
。

空
き
か
ん
の
投
げ
捨
て
な
ど
は

や
め
て
、
美
し
い
街
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

6 -

H
7
月
1
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
H

今
年
7
月
1
日
現
在
で
、
平
成

6
年
商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
生
存
施
さ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の

商
庖
の
販
売
活
動
の
実
態
や
分
布

状
況
、
お
よ
び
全
国
的
な
流
通
状

況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
調
査
で
、
す
べ
て
の
塑
冗
・

小
売
業
の
商
庖
が
対
象
と
な
り
ま

す
。調
査
事
項
は
、
統
計
を
作
る
だ

け
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
ほ

か
の
用
途
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
統
計
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
。
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪

問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
課

7
月
加
入
八
刀
、

(
1
人
2
口
ま
で
)
ー
口

3
6
0
円

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

市
民
交
通
傷
害
保
険

~&il~畠
現況屈の提出は

おすみですか

H
た
だ
今
受
付
中
で
す
H

保

険

料

申
込
窓
口

総
務
課
、
各
出
張
所

児童手当(特例給付)を

受給中の人は、 6月中に現

況屈を提出していただくよ

う通知をしていましたが、

まだ提出していない人は至

急提出してください。

提出がないと10月期から

の支給が停止されます。

問い合わせ 市民課児童手

当係へ

ι 

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

Z豊若
手2空
事社 副司ー

っ喜奪三円寺マヴド居

間 人i:ti二三千J

2iJL青少年を非行から守る、
万る全国強調月間 (7月 1 日 ~31 日)

明日、晴れのち晴れ。

街
頭
パ
レ
ー
ド

日
時
7
月
2
日
出
、
午
後
1
時

却
分
よ
り

国
連
モ
ザ
ン
ビ
l
ク

P
K
O
ヘ

H
大
村
か
ら
初
の
派
遣

H
西国秀敏さん
(竹松部隊)

玖
島
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を

先
頭
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
す
。

青
少
年
弁
論
大
会

。
大
村
市
・
東
彼
杵
町
大
会

日
時
7
月
日
日
出
、
午
後
1
時

初
分
よ
り

場
所
市
民
会
館

(
大
ム
議
室
)

。
圃ホ丈ム一
A

日
時

7
月
初
日
出
、
午
後
1
時

初
分
よ
り

場

所

商
工
会
議
所
(
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
3
階
)

※
多
数
の
公
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
が
国
は
、
昨
年
5
月
か
ら
国

連
の
P
K
O
に
参
戸
加
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
大
村
の
所
在
部
隊
か

ら
初
の
派
遣
要
員
と
し
て
西
田
秀

敏
さ
ん
(
竹
松
部
隊
)
が
参
加
さ

れ
ま
す
。

壮
行
会
の
席
で
、
大
村
東
彼
防

衛
協
虫
夏
妄
の
松
本
市
長
は
、
「
十

分
健
康
に
留
意
し
て
、
国
際
貢
献

の
使
命
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。

-7 -



宅8者の Uさんヘ
の提出を f

現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
し
て
市
民
課
ま
た
は
各
出
張

所
で
証
明
を
受
け
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
を
忘
れ
る
と
年
金
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

年
金
を
受
け
始
め
て
一
年
未
満

の
人
は
、
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

次
の
人
は
提
出
月
が
違
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

の
障
害
基
礎
年
金
(
無
拠
出
)

遺
族
基
礎
年
金
(
旧
母
子
・
準
母

子
福
祉
年
金
)
受
給
者
:
毎
年
7

月
中
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
・
毎
年

4
月
と
8
月
に
年
金
証
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「現況届」

年
金
を
受
け
続
け
る
た
め
に
は

毎
年
一
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
年
金
受
給
権
者

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
念
品
せ
ん
。

一週

(第?回国民年金写真コンテスト入賞作品)

入選「用意できたかな ?J
川鶴正保さん(片町)の作品

f 

所
得
税
の
予
定
納
税
第

1
期
分
の

納
税
は

8
月
1
日
明
ま
で
で
す

所
得
税
は
、
予
定
納
税
基
準
額

(
遵
吊
は
前
年
分
の
里
円
納
税
額
で

す
が
、
前
年
分
の
所
得
の
中
に
譲

渡
、
一
時
、
雑
所
得
な
ど
の
臨
時

的
な
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

を
除
い
て
卦
量
し
ま
す
。
た
だ
し
、

今
年
は
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
前
年
分
の
申
告
納
税
額

か
ら
そ
の
初
%
〔
2
0
0
万
円
を

限
度
〕
を
控
除
し
た
金
額
と
な
り

ま
す
。)
が
日
万
円
以
上
の
場
合
、

王
議
税
と
し
て
、

7
月
(
第
1

期
八
忍
と
日
月
(
第
2
期
分
)
に

7
7
4

定
納
税
基
準
額
の
3
分
の
1
づ

つ
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
(
今
年
は
7
月
白
日
が
日
曜
日

の
た
め
、
第
1
期
分
の
納
期
限
は

8
月
1
日
仰
に
な
り
ま
す
。)

こ
の
予
定
納
税
額
は
、
翌
年
の

壁
一
疋
面
告
の
際
に
蛙
貸
し
ま
す
。

予
定
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
る

人
に
は
、

6
月
中
旬
に
通
知
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
書
の
全

額
を
8
月
1
日
側
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
も
、

8
月
1
日
制
が
振

替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
預

金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
業
、
休
業
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
本
年
分
の
所
得
が
前

年
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
と
き
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、

7
月

1
日
働
1
日
日
働
ま
で
で
す
。

予
定
納
税
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1

3
7
0
)
ま
で
お
K
忍
軽
に
ど
う
ぞ
。

働く場

60歳から65歳にff
長崎県の高齢化は、全国平均より 5年も早いス

ピードで進んでいます。

このような状況のなかで、高齢者の雇用、就業

機会の確保について県全体で努力する必要があり

ます。

いま県では60歳定年を基盤として、 65歳までの

継続雇用対策を推進しています。

また、高齢者の人が働きやすいように企業に対

する助成制度も実施しています。

県民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

き
で
す
。
今
月
は
、

4
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

か
国
保
と
交
通
事
故
。

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、

被
害
者
に
重
大
な
過
失
が
な
け
れ

ば
、
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
で

治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
治
療
費
は
全
額
ま
た
は

一
部、

加
害
者
が
負
担
ず
べ
き
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
保
が
被
害
者
に
代

わ
っ
て
、
負
担
し
た
費
用
を
加
害

者
に
請
求
し
、
返
し
て
も
ら
う
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
国
保
で
治
療
を
受

け
る
と
き
に
は
、
「
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
」
に
事
故
証
明
書
を

添
付
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
保
険

年
金
課
保
険
係
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

加
害
者
と
一
不
談
す
る
と
き
は
、

そ
の
前
に
必
ず
保
険
係
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
一
不
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
国
保
が
加
害
者
に
医
療
費

の
請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
る
か
ら
で
す
。
一
示
談
は
慎
重
に
、

国
保
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
べ

汎ジ aヨh
パf C' J.L.す¥¥

県職業安定課
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H
「
決
め
ら
れ
た
日
」
に
「
決
め
ら
れ
た
場
所
」

最
近
、
不
燃
物
置
場
に
燃
え
る

ご
み
や
紙
オ
ム
ツ
な
ど
を
持
ち
込

ん
だ
り
、
可
燃
物
に
不
燃
物
が
混

入
し
て
い
る
た
め
収
集
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
ま
た
、
他
町
内
の
人

に
よ
る
無
断
投
棄
の
た
め
ご
み
が

散
乱
す
る
な
ど
、
大
変
困
っ
て
い

る
町
内
会
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

心
な
い
一
部
の
人
の
た
め
に
町

内
が
汚
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
決

め
ら
れ
た
場
所
ヘ
ル

1
ル
を
守
っ

て
出
す
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

。
不
燃
物
と
可
燃
物
は
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

平成 6年 7月号広報おおむら

心ない一部の人のために、不燃物置場の回りに散乱するゴミ

へ
11 

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
0

0
家
庭
か
ら
出
る
紙
オ
ム
ツ
は
、

汚
物
を
取
り
除
い
て
可
燃
物
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
飼
い
犬
や
飼
い
猫
の
死
骸
は
、

直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

。
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の
自
己
注
射

に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
注
射
器
な

ど
は
、
定
期
的
な
受
診
の
際
に
医

療
機
関
へ
持
参
す
る
か
、
購
入
し

た
薬
局
で
処
分
し
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

行
政
相
談
員
に
感
謝
状

こ
の
ほ
ど
長
崎
市
で
聞
か
れ
た

「
行
政
相
談
委
員
全
体
会
議
」
で
、

行
政
相
談
員
の
森
上
枝
さ
ん
、
西

川
美
盛
さ
ん
に
、
地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
た
ご
功
績
に
対
し
、
長
崎
県
行

政
監
雲
苧
務
所
長
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

行
政
相
談
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
お
気
軽
に

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
2
木

曜
日
市
盆
附
市
民
担
水
壁
土

森上枝さん
(諏訪1丁目)

西川美盛さん
(諏訪 2丁目)

川
の
水
質
な
ど
、
環
境
の
状
態

を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
生
物

を
指
標
生
物
と
い
い
ま
す
。

こ
の
指
標
生
物
を
も
と
に
、
川

の
水
の
状
態
を
知
ろ
う
と
、
次
の

と
お
り
水
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

平成6年度

対
象
は
小
・
中
学
生
で
す
が
、

ご
家
族
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
多
数
ご
参
瑚
え
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
の
あ
と
、
鯉
の
放

流
も
行
い
ま
す
。

調
杏
蕩
所
・
日
時

。
郡
川
(
才
又
橋
付
近
)

7
月
辺
日
樹
、
午
前
日
時
j
正
午

疫
抑
田
川
(
似
田
橋
付
近
)

7
月
お
日
側
、
午
前
日
時
1
正
午

。
大
上
戸
川
(
金
丸
橋
付
近
)

7
月
白
日
旬
、
午
前
日
時
1
正
午

※
川
の
中
に
入
り
ま
す
の
で
、
長

靴
な
ど
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課

個
人
住
宅
建
設
資
金

利
子
補
給
金
の
申
請
を

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
払
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行
っ
た
人

命
在
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
7
年
3
月
紅
白
ま
で
に
該
当

す
る
人

利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万

円

(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
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増
(川
竹
松前
本隆
町さ
ん
47 
歳 "t

自
然
の
な
か
で

ふ
れ
あ
い
を

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
自
然
を

知
ら
ず
に
育
っ
て
い
る
。
自
分
の

ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
知
ら
な
い
の

で
は
:
・
」
と
話
さ
れ
る
の
は
3
年

前
か
ら
竹
松
小
学
校
区
青
少
年
健

全
長
協
斐
萎
長
と
し
て
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
増
川
さ
ん
。

昨
年
、
自
然
の
中
に
親
し
み
、

お
互
い
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

と
「
郡
川
の
自
然
に
親
し
も
え
E

を
初
め
て
開
催
。

少
年
少
女
時
代
に
遊
ん
で
き
た

す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
、
今
の
子

ど
も
た
ち
に
体
験
し
て
ほ
し
い
と

の
願
い
か
ら
生
寵
さ
れ
た
そ
う
で

す
。今
回
は
、
水
神
様
の
お
使
い
と

がんば・って

~すねf

県
大
会

4
連
覇

第
羽
田
大
村
市
中
学
校
体
育
大

会
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
の
部
で
優

勝
さ
れ
た
諸
隈
さ
ん
。
現
在
、
大

村
中
学
校
1
年
生
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
小
学
1
年
生
の
時
だ
そ

う
で
す
。
姉
と
兄
が
近
く
の
体
育

館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
た

の
で

一
緒
に
つ
い
て
行
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ブ
に

参〆加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が

実
り
、

2
年
生
で
県
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
に
初
出
場
。
早
く

も
3
年
生
で
県
大
会
優
勝
。
以
来
、

6
年
生
ま
で
の
問
、
大
会
4
連
勝

の
隼
零
達
成
し
ま
し
た
。

11 

) " ド
ン
ト
ン
11 

令議事
〆
十
品

諸
隈
直
子
さ
ん

(
木
場
2
丁
目
ロ
歳
)

( ) 

平成6年 7月号

ぼ
く
の
家
は
7
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
シ
ル
バ
ー

人
ざ
い
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
働
い

て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
は
、
家
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。お
父
さ
ん
は
、
保
険
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
夜
お
ふ
〉
込
ま
で
麗
張
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
早
く
帰
っ
て

く
る
と
、
ぼ
く
た
ち
兄
弟
は
と
て

主
吾
び
ま
す
。

ぼ
く
は
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。

(仁

一)

橋口さん家族(松原本町)

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら
、
ア
サ
ヱ
さ
ん
側
、
昔
姦
写
ナ
さ
ん
い問
、
彰
徳
く
ん
川
、

リ
エ
ち
ゃ
ん
川
、
仁
一
く
ん
側
、
警
一
さ
ん
側
、
聖
雄
さ
ん
附

い
う
か
つ
ぱ
の
地
元
伝
説
を
基
に
、

か
っ
ぱ
仮
装
大
会
主
和
企
聞
か
っ

ぱ
結
婚
式
を
自
ら
演
出
さ
れ
ま
し

た
。か
っ
ぱ
の
生
み
の
親
で
あ
る
増

川
さ
ん
は
、
「
自
然
に
親
し
む
喜

び
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
会
っ

て
も
顔
や
盆
引
乞
知
ら
な
い
人
が

多
い
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

お
互
い
に
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
環

境
が
で
き
れ
ば
」
と
話
さ
れ
た
。

ほ
か
に
も
数
多
く
の
役
職
を
お

持
ち
で
、
多
忙
な
毎
日
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
の
活

性
化
の
た
め
麗
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

和裁グループ

ま
た
、
九
州
大
会
に
も
連
続
出

場
。
4
年
生
の
時
、
第
3
位
と
い

う
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
え
ば
、
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

足
や
手
の
瞬
発
力
な
ど
が
要
求
さ

れ
る
、
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
お
か
げ
で
、

何
を
す
る
に
も
忍
耐
力
と
集
中
力

が
つ
い
た
」
と
話
す
諸
隈
さ
ん
。

夢
は
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

麗
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

司、

私
た
ち
和
裁
グ
ル
ー
プ
は
、
今

を
去
る
事
口
年
前
よ
り
学
習
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
技
術
の
修
得

を
し
つ
つ
、
会
員
相
互
の
教
養
を

高
め
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
初
歳
代
か
ら
初
歳
代
ま

で
、
親
子
ほ
ど
の
違
い
は
あ
っ
て

も
針
を
持
つ
と
心
は

一
つ
、
み
ん

な
一
生
懸
怠
叩
に
学
習
活
動
を
し
て

い
宇
キ
す
。

( ) 

‘'l 

こちら自由席

松
本
市
長
ら
と
歓
談
す
る
笹
川

新
会
長
(
右
か
ら

2
人
目
)

(
6
/
9
・
市
役
所
)

大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
物
語
る
墓
碑

県指定文化財

今富のキリシタン墓碑

部十 ま歩
大一こすいキ
輔日の 。てリ
」 墓 10シ
と不碑 分タ
仏染に ぐン
教院は ら墓
の水「 い碑
戒心天 のは
名日正 竹今
が栄四 林富
刻 霊 丙誌 のパ
ま 子右 中ス
れ ー 十 に停
て瀬 一 あか
い治月 りら

nu 

可

i

縫
い
返
し
で
も
礼
装
用
で
も
、

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
本
人
の

努
力
次
第
で
み
ご
と
に
縫
い
上
が

り
宇
守
す
。

活
動
時
間
は
午
前
日
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
で
す
が
、
時
間
内
で

し
た
ら
い
つ
で
も
都
合
の
つ
く
時

に
ど
う
ぞ
。
昼
床
み
は
、
和
裁
以

外
の
請
も
で
て
ひ
と
息
つ
け
て
い

ま
す
。
和
裁
を
始
め
て
み
た
い
人
、
こ

の
夏
に
家
族
や
自
分
の
た
め
の

，
ゆ
か
た
“
で
も
と
思
わ
れ
る
人

は
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

堂
書
時
同
毎
週
木
曜
日
、
午
前

日
時
1
午
後
3
時

場
所
中
地
区
公
民
館

講
師
朝
野
官
墨
先
生

連
絡
先
小
島
(
宮
@
8
6
1
8
)

ボート発祥地へょうこそf

平成6年2月に、全国モーターボート競走会

連合会会長に就任された笹川陽平氏が、 6月9

日、市役所を表敬訪問、松本市長ならびに議会

の代表の方々と歓談されました。

笹川会長は、「発売の広域化や快適な環境づ

くりにより新規ファンの拡大を進めたいJとあ
いさつD 松本市長は、「大村はボートの発祥地

でもあるので、さらに環境整備に努めたいjと

話しまじた。

歓談後、見ごろを迎えた大村公園の花しょう

ぶ園を散策されました。

ま
す
。
し
か
し
墓
碑
は
、
か
ま
ぼ
こ
型
を

か
ん
仁
玲
う
じ

し
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
「
干
十
字
」
が

刻
ま
れ
て
い
る
典
型
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
墓

碑
で
す
。

こ
の
墓
は
、
大
村
家
の
重
臣
で
あ
っ
た

お
ち
さ
が
み
え
い
し
ょ
、っ

一
瀬
越
智
相
模
栄
正
の
も
の
で
、
そ
の
子

一
瀬
治
部
大
輔
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
栄
正
は
、
日
本
最
初
の
キ
リ
シ

す
み
た
だ

タ
ン
大
名
で
あ
る
大
村
純
忠
と
と
も
に
、

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た

一
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
純
忠
の
こ
ろ
に
は
、
家
臣
、
領
民

の
大
半
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
ま
し
た

が
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
教

令
で
、
特
に
大
村
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を

厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
墓
地
も
こ
と
ご
と

く
破
壊
さ
れ
つ
く
し
ま
し
た
。
こ
の
墓
碑

は、

二
つ
に
折
ら
れ
た
の
ち
、
起
立
し
た

面
に
仏
教
の
戒
名
を
刻
み
、
大
村
に
残
さ

れ
た
数
少
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
で
す
。

1
i
 

1
i
 



=
一
種
混
合
(百日咳ジフ一リ

予
防
接
種
実
施
中

年
間
を
通
じ
て
、
生
後
3
か
月
か
ら
無

料
で
諺
檀
で
き
ま
す
。

接
種
の
時
婦
と
受
け
方

-
第
1
期
:・
生
後
3
か
月
1
必
か
月
の
間

に、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種
し

ま
す
。

-
第
2
期
:
・
第
1
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

1
年
j
1年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
接
種
目
な
ど
ご
予
約
の
う
え
、
接

険7月は「愛の血液助け合い運動J月間4

あなたの血液が

多くの尊い命を救います

種
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
田
川
小
児
医

院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
与

那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須

田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医

院
、
牧
山
医
院

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の
固
の
援
護
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
国
の
出

資
法
人
で
、
自
動
車
に
よ
る
被
害
者
お
よ

び
家
族
へ
の
援
護
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
、
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
し
付
け

対

象

者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
、
ま

た
は
重
度
の
後
遺
症
害
が
残
っ
た
人
の
子

弟

(
0歳
か
ら
中
学
を
卒
業
ま
で
の
幼
児

童
)
で
、
そ
の
保
護
者
が
住
民
税
を
納
め

る
こ
と
を
要
し
な
い
な
ど
の
一
定
の
要
件

に
合
致
す
る
人
。

貸
付
金
額

・
当
初
の
一
時
金
日
万
9
、
0
0
0
円

-
貸
付
期
間
中
の
月
額

1
万
9
、
0
0
0

円
・
入
学
支
度
金

4
万
2
、
0
0
0
円

貸
付
鮪
間
中
μT芸
主
主
9
る
ま
で

利
子
無
利
子

返
済
方
法
貸
し
付
け
終
了
後
6
か
月
を

経
過
し
た
後
初
年
の
均
等
分
割
返
還
(
高

校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶

予
)な
お
、
貸
し
付
け
利
用
者
で
高
校
へ
進

学
さ
れ
る
場
合
は
、
交
通
遺
児
育
英
会
の

奨
益
金
制
度
の
便
宜
が
図
ら
れ
ま
す
。

2
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
対

す
る
介
護
料
の
支
給

対
象
者

自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
脊
髄
損

傷
を
生
じ
た
人
で
、
二
疋
の
基
準
に
合
致

す
る
人

支
給
額

(
1
日
に
つ
き
)

-
入
院
・
:
4
、
0
0
0
円
・
自
宅
介
護
の
場

合
:
・2
、0
0
0円

問
い
合
わ
せ
自
動
墜
事
故
翠
束
セ
ン
タ
ー

長
崎
支
所

(
8
0
9
5
8
@
8
8
5
3
)

内

L
Y
E
-

健康子レホシザーピス
ft23-4646 

月 手足のふるえ
7 v( わきがの治療
月
の 水 日本脳炎
フー 木 網膜剥離について

マ /立へ工 歯磨きの基本 (1)
土日 性父痛 (老後の性生活を豊かに)

7 月 1 日 ~31 日の 1 か月間、「愛の

血液助け合い運動Jが展開されます。
献血は、多くの人々の善意によっ

て支えられています。そして、 一人

ひとりの温かな心が多くの尊い命を

救っているのです。

成分献血および40 0 m~献血の推

進が行われています。皆様の温かな

ご支援と積極的なご協力をお願いし

ます。

=成分献血について= けっしょう

多くの患者が必要としている血紫

や血小板などの成分だけを採取し、

赤血球などは体内に返す方法で、献

血者の体への負担が少ない献血方法

です。

( 

長i百五日正
し、ト唱で、も、直接、諏訪保育園川

かM71131322円程日~土曜日 (眼目
除。

4 



平成6年程

歯
の
健
康
優
良
児

コ
ン
テ
ス
ト募集

方
法
保
育
所
(
園
)
お
よ
び
幼
稚

園
な
ど
に
通
所
(
園
)
さ
れ
て
い
る
児
は
、

所
(
園
)
の
嘱
託
歯
科
医
師
の
推
薦
に
よ

り
ま
す
。

保
育
所
(
園
)
お
よ
び
幼
稚
園
な
ど
に

通
所
(
園
)
さ
れ
て
い
な
い
児
で
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
応
募
希
望
の
人
は
、
大
村
保
健

所
(
宮
@
2
1
9
3
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ

‘ν
 
締
め
切
り

菓
差
議
関

p q 

募
集
対
象
大
村
保
健
所
管
内
に
居
住
す

る
5
歳
児
(
平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
お
よ
び
そ
の

保
護
者

7
月
幻
日
働

大
村
保
健
所

平成 6年 7月号

結核・肺がん検診を守

受けましょう

対象者

・結核検診…16歳以上の市民(学校・職場などで定

期検診を受ける人、結核治療中の人、妊婦を除

く)

・肺がん検診…40歳以上の市民(職場などで定期検

診を受ける人、妊婦を除く)

同容 胸部レントゲン撮影、問診 (40歳以上)、略
疲検査(問診により指示された人)

受診料は無料です。

日程は、「広報おおむらJ6月号の折込チラシを
ご覧ください。

※詳しくは、健康増進課予防係へ

広報おおむら

機
4里~ ~t-: 

百聞E
5宮司11
相練
談事
を業 |
仇品 | 聴覚・言語障害者の人が、「どろぼうに遭っ

とE |たとき」、「事件事故に係わったとき」、「そのほ

こと |か警察官に急いで来てもらいたいとき」などに

ア 1110番電話と同じように利用して頂くための、

健申場時月月期 ζ |ファックス電話を次のとおり設置しましたので、

霊し所間 2324日 九 |必要なときは遠慮なくご利用ください。
曽込 日日 | 
導 担午 (柑 (柑 7 名称およびファックス番号 「ファックス110
係.祉後 、月 | 
間 。 草川 |番J(ft0958@0077) 
三与誌 寺足 |運用開始日 平成 6年6月1日
;;l字 牛Y、 |設置場所県警察本部通信指令室

4 A背 |対象地域 県下全域(離島を除く)

ぺ 26 13 概要 ファックス電話により通報を受理後、事
日日 l 
(柄。f()案の現場や通報されたところへ派出所、駐在所

3 11 またはパトカーの警察官を出動させて事案の処

----一ー¥ |理に当たらせます。

/何百・:.¥ ...¥) S 1利用上の注意事項 ファックス110番は、緊急

¥と三一../' 計事件の通報に限りますので、緊急を要しない拾
得物の届け出、生活相談、各種照会などは近く

の警察署、派出所、駐在所の窓口をご利用くだ

さい。

そのほか 「ファックス110番J通報用の用紙
は、次のところに備えてあります。

長崎市茂里町3-24 (ft 0 9 5 8 @ 2 5 7 2) 
県ろうあ福祉協会または市役所福祉課福祉係

聴覚・言語に

障害を持つ方々へ

緊急通報「ファックス110番」を開設

こ
と
ば
の
障
害
で
、
お
悩
み
の
人
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
言
語
療
法
上
や

保
健
婦
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。
ご
希
望
の

人
は
、
早
目
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対

象

脳

卒
中
後
遺
症
な
ど
の
た
め
失
語

症
や
麻
樟
に
よ
る
こ
と
ば
の
障
害
の
あ
る

人

〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈

※ク間 10申
当ラ い 時 し
日ブ合 1込
父お 11み
叩母せ時説
u … ・ー

を計良蚕
'- ~ ，当 . T，lJ ゥ

雲?圭醤白
Z1昼間官
三;年 (句
し;書全午
巴ん前

;…治両日がみぷご
s パネルディス."''1予ヨシ
=7 月 15 日(金)、午後 7 時~=

6月10日実施予定でしたトークショーは、都合により延期と

なりました。

一問|き続きご利一

テーマ 「知りたい ・知ってほしい・ エイ ズ」

場所市民会館大ホール

前売券 大人初O円、親子1，∞0円、中 ・高校生400円

健
康
増
進
課

夏
休
み
学
童
保
育
入
所
児
童
募
集

対
象

昼
間
、
仕
事
そ
の
他
の
事
情
に
よ

り
、
家
庭
の
億
護
に
欠
け
る
鬼
童

期
間
及
び
時
間

7
月
幻
日
制
1
8
月
紅

白
側
、
午
前
8
時
j
午
後
5
時
初
分

現
-
訳
場
所
竹
松
幼
稚
園
内



円'). 11 大村市は、ゴンビュータ (電算機)を利

熱望記録項目と利用抑|門出品J11詰:;iLjT
1 .電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目 に基づき年に 1回公表するものです。

利用状況 |仕事の
項目

仕事の
項目

記録項目 利用状況記録項目

O住民基本台帳
の作成および

住民票、印鑑¥....... 
登録証明書な |凪

ど発行 1 ....  司 ( 

(利用業務) I ̂ 巳税

・就学通知書 |資務
・成人式案内状田
・国民健康保険|産品不

証

・各種予防接種|干見
通知書

・健康診断受診
通知書

・児童手当 | 軽 ~ I 一車コード、納税義務者コード、 1 0 軽自動車税の
・畜犬予防接種|自税 [世帯番号、車両標識番号、車種、 | 賦課・徴収の

通知 |勤務 l送付区分、課非区分、所有区分、 | 関連帳票作成
l車課l納税義務発生年月日、廃車年月日、O 選挙人名簿お | 税 ~ I 税額、氏名、住所、納付書番号

よび投票所入 1 "， W 

場券の作成 |口 霜 |住民コード、納税組合、納付方法、

務 |開設日、開設日、金融機関、口座

座ぎ |番号、口座名義人

O 固定資産税お

よび都市計画
税の賦課・徴

収の関連帳票
作成ならびに

課税状況調な
どの資料作成

一筆コード、納税義務者コード、
所在地コード、地目、状況類似、

都市計画、課税地積、評価額、標
準値との比較、道路との関係、造

成費控除、比準割合、評点数、所

有者コード、一棟コード、画地番
号、棟香、登記年月日、登記床面
積、課税年度、種類、家屋番号、

用途、構造、屋根、階層、課税床

面積、再建築費評点数、特例対象
面積、理論評価額、決定価格、世帯
コード、台帳所有者、品名、耐用年

数、取得価格、減価残存率、住所

住民コード、世帯コード、異動事

由、異動日、届出目、カナ氏名、

漢字氏名、性別、住民区分、生年

月日、続柄、住民となった日、住

民となった届出目、本籍地、筆頭

者、郵便番号、従前の住所、住所

コード、通称コード、現住所、世

帯主名、小学校区、中学校区、投

票区、転出先住所、転居前住所、

印鑑番号、印鑑登録年月日、印影、

国保資格情報、国年資格情報、生

活保護 (種類、開始年月日、廃止

年月日)、身体障害者 (種別、等級、

障害名)、各種手当情報、原爆手帳

番号、療育手帳番号

住

(
市
民
課
)

民

記

録

個人コード、世帯コード、通称コー

珪選 |ド、住所、世帯主氏名、住民区分、

茎|生年月日、性別、続柄、住民となっ

理|た年月日、届出年月日、消除年月

雪|日、異動事由、カナ氏名、公称コ一

挙釜 |ド、投票所名、転出地コード、投
l 票区、資格

個人コード、記号番号、取得日、

喪失日、種別、保険料区分、喪失

理由、免除区分、納付区分、加入

記録、納付書発行区分、満了年月

日、前納情報、納付記録、生年月

日、高齢任意情報、世帯コード、

性別、氏名、住所、金融機関コー

ド、金融機関名、口座番号、納付組合

。 市税、国民年金、

住宅使用料、保育

料、農業集落排水

事業分担金および

下水道受益者負担

金の徴収にかかる

口座振替の関連帳

票作成

0納税組合報償金支
払L、の関連帳票作成

締長 |納組コード、納付組織名、納付組

2否 務|織代表者名、口座振込、口座名義
客ぎ |人氏名O 国民年金保険

料の賦課・徴

収の関連帳票

作成および課

税状況調など

の資料作成

，( 

(
保
険
年
金
課
)

国

民

年

金

法 _1法人番号、産業区分、種別、決算 10法人市民税の
人 税|期、設立、解散、資本金、従業員| 関連帳票作成
市務 |

1 

民課 |数、区分、法人名称、住所、本庖
平見 ~I の住所、代表者氏名

保育所コード、児童コード、区分、 10保育料の徴収
階層、入所年月日、退所年月日、| に伴う関連帳

世帯コード、氏名、生年月日、性 l票作成
別、判定、保育料(市基準)、保育

料(措置分)、通知書番号、区分判定

(
福
祉
課
)
(
福
祉
課
)

保

育

所

福

祉

医

療

び
ソ
帳
び
調
作

よ
晴
連
ら
況
料

お
溺
関
な
状
資

税
恥
の
成
税
の

民
現
収
作
課
ど

市
県
徴
票
に
な
成

。
個人コード、指定番号、一連番号、

課税年度、異動事由、申告区分、
生年月日、性別、氏名、住所、営
業所得、農業所得、その他の事業
所得、不動産所得、利子所得、配
当所得、給与所得、公的年金所得、

雑所得、総合譲渡所得、 一時所得、

土地などにかかる事業所得、長短
期所有土地など所得、分離譲渡所
得 (短期)、分離譲渡所得 (長期)、

務|変動所得、臨時所得、繰越損失、

免税所得(特例)、みなし法人所得、

非課税所得、専従者控除、雑損控

除、医療費控除、社会保険料、小
規模企業共済など掛金、生命保険

料、個人年金保険料支払額、総所
得金額、各種扶養控除額、課税標

準額、税額控除、差引税額、合計

年税額、期別税額、通知書番号、

分離株式所得、寄付金控除

市 個人コード、医療区分、受給者区
分、資格取得日、ねたきり認定日、

保険種別、健康手帳、身障手帳、
療育手帳、母子最終年月日、氏名、
性別、生年月日、続柄、身障情報、
原爆医療、住所

O福祉医療費給
付に伴う関連

帳票作成

県税

たしでんせまりあ
4
A
V
 

謹一申のどな一ホ開のnmuh 
+辛情

(
建
築
課
)
下
水
道
業
務
課
)
一
(
耕
地
課
二
出
炉
以

町負

担

金

一

事

業

分

担

金

一

農

業

値

住
宅
使
用
料
一下
水
道
受
益
童
農
業
集
落
排
水
一
劇

E

2

険

徴

票

課

ど

保

・

帳

び

な

成

康

課

連

よ

調

作

健

賦

関

お

況

料

民

の

の

成

状

資

国

税

収

作

税

の

。

住宅コード、入居者コード、住宅
区分、家賃、割増区分、入居年月
日、家族数、住宅番号、月別家賃、
世帯番号、納付書番号、氏名、住所

受益者賦課コード、筆数、地積、
負担金、猶予年月、猶予額、減免
額、差引負担金額、個人コード、
納付管理人個人コード、氏名、住所

受益者賦課コード、筆数、地積、
分担金、猶予年月、猶予額、減免
額差引分担金額、個人コード、納
付管理人個人コード、氏名、住所

農家コード、農家情報、農地情報、

転作情報

O市営住宅使用
料の徴収関連
帳票作成

民課

O下水道受益者
負担金の賦課・
徴収の関連帳
票作成

O農業集落排水
事業分担金の
賦課・徴収の
関連帳票作成

O転作水田に関

する帳票作成

手見

記号番号、納付書番号、納税義務

者コード、被保険者数、所得総額、

控除合計額、課税標準額、所得割

額、均等割額、平等割額、算出合

計額、限度超過額、月割増減額、

決定税額、個人コード

(
税
務
課
)

国
民
健
康
保
険
税

4A 

可

Eム



お
じ
ら
せ

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
刀

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い
」

日
時

7
月
2
日
出
、
午
後
1
時

初
分
1
2時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

影
絵
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ング、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
岱

@
1
3
7
6
)

警
察
官
採
用
試
験

平
豪
官
官
・
婦
金
書
B

資
格
昭
和

ω年
4
月
2
日
1
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
4
年

制
大
学
卒
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み

者
を
珍
¥
)

試
験
日
刊
月
2
日
個

室
察
事
務

(
高
室
長
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
1
昭

和
臼
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

試
験
日

9
月
お
日
間

受
付
期
間

い
ず
れ
も
7
月
4
日

側
1
2
日
幽

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
警
窓曲者

文
部
省
認
定

編
物
妓
能
検
定
試
験

期
日

9
月
時
日
間

場
所
向
陽
高
校
(
西
三
城
町
)

捨
定
料

1
級
8
千
円
、
2
級
5

千
円
、

3
級
3
千
円
、

4
級
千
円

雲
警
格
ど
な
た
で
も
、
ま
た

何
級
か
ら
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

申
込
期
隈

8
月
白
日
制

問
い
合
わ
せ

例
日
本
編
物
検
定

商
工
業
活
性
大
学
セ
ミ
ナ
ー

三
屋
裕
子
先
生
講
演
会

「
い
つ
も
楽
し
く
、

平成 6年 7月号広報おおむら

協
虫
夏
崎
支
部
役
員
・
新
田
(
包

@
7
4
6
0
)
古
根
村
(
宮
@
8

5
2
3
)
小
坂

(
宮
⑪
1
4
1
4
)

少
年
・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

8
月
6
日
出
、
午
前
9
時

1
午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)

場
所

大
江
羅
場
内

内

容

エ

ン
ジ
ン
付
ゴ
ム
ボ
ー
ト

の
試
乗
(
競
艇
選
手
が
指
導
し
ま

す
)
対

象

子
供
か
ら
大
人
ま
で

参
加
料

無
料
(
記
令
官
山
進
呈
)

い
つ
も
夢
を
」

三屋裕子氏

日
時

7
月
げ
日
側
、
午
後
3
時

1
5時

場
所

市
民
会
館
ホ
l
ル

参
加
者

約
8
0
0
人
(
大
人
約

5
0
0
人
、
主
荷
3
0
0
人
)

参
加
料

一
般
・
高
校
生
1
、
0
0

o円
、
小
・
中
学
生
5
0
0
円

主

催

商
工
ム
嘉
誠
所
青
年
部

問
い
合
わ
せ

商
工
会
議
所
(
宮

@
4
2
2
2
)
 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
商
工
会
議
所
、

大
村
浜
屋
1
階
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

申
し
込
み

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
会
(
宮
@
6
1
9
4
)

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及

大
会ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ

l
教
室

ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
な
ど
の

内
容
試
乗
日
時

7
月
幻
日
側
、
8
月
3
日

側
、
4
日
閥
、
午
前
9
時
1
午
後

3
時
場
所
大
埜
羅
場
内

対

象

小
学
4
年
生
以
上
の
男
女

(
一
般
も
含
み
ま
す
)

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
低
学
年

生
も
可

参
加
費

無
料
(
昼
食
持
参
、
参

加
賞
有
立

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
長
崎

県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内
包

@
6
1
9
4
)
 

μ車体献
視聴覚ライブラリー

親子映画会

精霊船用

モーターボートを
払い下げます

条件 町内会や各種団体単位

で精霊船として利用するもの

に限ります。

(個人には払い下げません)

申込期限 7月15日(金)

申し込み 環境保全課環境保

全係

※申込書は環境保全課および、

各出張所にあります。

叩
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

受
講
者
に
は
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
操
作
認
定
一
註
が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

7
月
ロ
日
肉
、
日
日
制
、

午
後
6
時
初
分
1
9時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

対
象

一
般
成
人

-つるにのって (アニメ30分)

・金太郎 (アニメ 12分)

・おむすびころりん (アニメ 12分)

7月9日
(土)

重
明
科

無
料

申
込
先
電
話
で
市

コ
ミ
セ

ン

(宮
⑪
3
1
6
1
)
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。(アニメ 10分)

(アニメ 10分)

(アニメ22分)

F
円
U

唱
E
A

視聴覚ライブラリー

(ft⑪3161市コミセン内)

-三年寝太郎

・かしのきホテル

.いたずらあまんじゃく

問い合わせ



つり

問い合わせ

おおむら夏越まつり協賛

会(ft(@2580)

竹
松
地
区
伝
統
芸
能
復
活
事
業

竹
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

i

、

具

7
2
Z
M日
目
、
午
後
6

ー
ペ
イ

時
1
日
時
(雨
天
順
延
)

必

場
所

竹
松
忠
則
旭
り
笠
訟
広
場

催
し

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ち
び
っ

こ
オ

リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
、
郷
土
芸
能
な
ど

問
い
合
わ
せ

浜
崎

(
包
@
7
2
1
8
)

~~())~さもæ昌受講者ぼしゅう

中央公民館 幸町25-33ft⑭3161 

教 主F品『 名 内 官円相 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

焼きもの作りを通して親子 7月22日(払 23日出 小学1年~

親子陶芸教室 の触れ合いを深める。 8月11日(木) 小学6年生の 大村陶芸同好会

(教材費親子1組 1，000円) 9:30~12:00 計3回 親子 1 5組

藤を使って、 簡単な小物入 7月21日(札 28日(桐 小学 3年~

子ども藤手芸教室 れなどを作ります。 8月4日(桐 小学 6年生 坂本弥 生

(教材費:400円) 10:00~ 12:00 計3回 3 0 人

日本伝統の和紙を使って好 7月26日例、27日制
小学4年~

子ども和紙ちぎり絵教室
きな動物や花などを作 りま 9:30~ 11:30 

小学6年生 和紙ちぎり絵会
計2回

(教材費:400円)
3 0人

なかちく公民館 松並1T目246-5ft⑮1376 

教 戸皐晶『 名 内 f円 hま・ 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

紙ネンドでかべかけを作り 8月1日、 8日 小学3年生以上
紙ネンド人形

子ども紙ネンド教室 ます。 毎週月曜日 計2回 3 0 人
(教材費:900円) 1O:00~ 12:00 

グル ー フ

折り紙で、季節にちなんだ 8月4日、 11日 小学 1年

子どもおりがみ教室 ものを折ります。 毎週木曜日 計2回 ~小学4年生 吉良 嘉代子
(教材費:250円) 10:00~ 12:00 5 0 A 

木を使って、組立式いすを 7月25日、 26日、 27日 小学5年生以上

子ども木工教室 作り ます。 月曜日~水曜日 計3回 1 5人 公民館職 員

(教材費:1.500円) 10:00~ 15:00 

-申込期限 7月11日(月)必着 受講料は無料 (教材費は実費)

・申込方法:往復ハガキに、住所・氏名・年齢 (学校名、学年)・性別・電話・希望する教室を一葉にー教室を書いて

申し込んでください。申込多数の場合は抽選します。

・申し込み・問い合わせ :各公民館へ

po
 
--



市
民
ブ
i
ル

フ
月
1
日
⑥
オ
l

プ
ー
ル
で
は
、
注
意
事
項
を
守
り
、
事
故
の

な
い
さ
立
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
小
・
中
学
生
は
、
夏
休
み
期
間
以
外

は
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
し
か
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

期
間

7
月
1
日
働
1
9
月
4
日
制

時
同

午
前
日
時
1
午
後
6
時

休
み

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
お
よ
び
8
月
日

日

ω・
口
日
制

使
用
料

高
校
生
以
上

H
3
0
0
円
、
小

・
中

門主
H
1
5
0
円
、
幼
児
H
無
料

9
月
4
日
制
の
最
終
日
は
、
無
料
開
放
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

乎成 6年 7月号広報おおむら

浦

月議
日空
(金)港

場
海
聞
き

母なる海・大村湾に千年の時を刻む街

「ハウステンボス」から、市民の皆さん

へ招待券の提供がありました。

1世帯あたり 3枚を 目安に配布します。

1枚で4歳以上の人 1人が入場できます。

ただし、ハウステンボスまでの交通費、

駐車場料金、有料施設入場料などは自己

負担です。

自然との共存設計がなされているヨー

ロッパの街並みの中から、私たちの海

=大村湾二を見直してみてはいかがでしょ

うか。

招待期間 6 月 25 日 (土)~ 7月19日ω
問い合わせ 商工観光課

アノルパグ介夢集JF

従事期間 7 月 2H柑~ 8 月 31 日制

夏休み前後の土曜 ・日曜日に従事できる人は大歓迎します。

従事場所市民プール・ 屋内プール

募集人員 20人

申し込み・問い合わせ

月7AブーJb
~P9ブーノル

スポーツ振興課

ZZ鰍糊3印刷会局50
勤務地 三浦海水浴場、松原海水浴場

期間 7 月中旬~8 月中旬まで約 1 か月間

募集人員男子 5人

条件 大学生で泳げる人、勤務地まで通勤可能な人

勤務内容 海水浴客の監視、海水浴場の清掃

給与 当市規定による

問い合わせ 商工観光課

ザマーシャシm宝〈じ
予約申じ込み16フ月26日制から
1等6，000万円、前後賞とあわせて 1億2，000万円

別称「市町村振興宝くじJといわれ、この収益金は市町
村の災害対策と明るく住みよい街づくりなどに使われます。

※詳しくは、 6月28日ωの夕刊または、 6月29日制の朝刊
紙上での発表をご参照ください。

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 1 3DK 17.000 
1 
池田アパート 1 3DK 15.500 

種
中央アパート 1 3DK 33.000 

松並第一 2 3DK 30.000 

旭 2 2K 6.5 0 0 
2 
竹 松 1 2K 6.7 0 0 

種
久原第二 1 3DK 1 6.6 0 0 

原口アパート 1 3DK 2 0.5 0 0 

申込期限 7月11日何)

抽選日 7月20日側、午前10時30分~

入居日 8月1日(月)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

県営住宅入居者募集

用紙の配布 随時

募集時期 随時受付(前回の応募で募集戸数

に満たなかった団地)

市営住宅入居者募集

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村

事務所 (ft@ 6 8 2 5パスターミナル 2階)

『

iti
 



少
年
歴
史
つ
ラ
ブ
員

市
内
外
の
史
跡
を
訪
れ
、
郷
土

の
歴
史
を
学
び
、
子
ど
も
同
士
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
、
ぜ
ま
す
。

期
間
7
月
お
日
側

1
1
月
M
日

出
(
全
日
回
)

対
象
小
学
校
6
年
生
1
中
学
2

年
半
干
ま
で

内
容
大
村
城
・

古
戦
場
跡

・
キ

リ
シ
タ
ン
史
跡
な
ど
史
跡
調
査
、

グ
ル
ー
プ
研
究

読
書
感
想
文

応
募
資
格

県
内
在
住
の
一
般
成

人
(
学
生
を
除
く
)

テ

ー

マ

題
名
は
自
由
で
す
が
、

読
書
感
想
ま
た
は
読
書
活
動
体
験

を
内
容
と
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

厘
禍
枚
数
4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
2
枚
以
上
5
枚
以
内

締
め
切
り
8
月
白
日
同

あ
て
先
県
立
長
崎
図
書
館
奉
仕

建設(一丁漫崎
E山
1
丁

目
1
番
目
号
)

※
封
筒
の
表
に
「
読
書
感
想
文」

菓
桑
人
員
初
人

霊
薪
無
料

申
込
方
法

住
所

・
氏
名
・
件
別
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

7
月
日
日
制
(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
告
@
3
1
6
1
)

と
朱
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
作
品
は
1
人
1
点
と

し
、
作
品
の
前
に
読
書
感
想
・
読

葦

弱
体
験
の
別
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
年
齢
、

童
話
番
号
を
、
作
品
の
末
尾
に
書

名
、
著
者
名
ま
た
は
編
集
者
名
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
入
選
し
た
作
品
は
「
読

書
感
想
文
集
」
に
掲
載
し
刊
行
し

ま
す
。
な
お
、
優
秀
者
は
県
公
共

聖
母
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
県
立
図
書
館
奉
仕

課
館
外
係
(
8
0
9
5
8
@
5
2

5
7
)
 

大
村
市
交
通
安
全
協
会

婦
人
受
通
指
導
員

応
菓
醤
稽

①
凶
歳
か
ら

n歳
位
ま
で
の
未
婚

の
す
〈
性

②
高
卒
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
人

③
市
内
居
住
者

応
募
締
め
切
り
7
月
初
日
同

提
出
書
類
贋
防
止
書
(
写
盲
5

、
健

康
診
断
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証

e 

大
村
レ
デ
ィ
ス
テ
ニ
ス

つ
ラ
ブ
(
硬
式
)
会
員

練
習
日
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
、

午
前
日
時
1
午
後
2
時

た
だ
し
、
レ

ッ
ス
ン
日
は
金
曜

日
午
前
中
の
み
で
す
。

場

所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会
費
月
1
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ

石
村
(
宮
@
7
4

6
1
)
、
吉
田
(
宮
⑪
4
3
5
6
)

親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室

対
象
市
内
の
小
学
4
年
か
ら
6

年
生
の
墨
里
お
よ
び
そ
の
父
母

明
書
、
各
1
通

詳
し
く
は
、
大
村
市
交
通
安
全

襲
五
(
宮
@

9
8
8
9
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
財
団
の
研
修

講
座
受
講
生

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財

団
で
は
、
中
小
企
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
研
修
講
座
を
開
講
し
て

| 
， 男~ぜ電量居

" 
九九『てコ

J 

望聖里望事望号ユー

い
ま
す
0

0
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
大

学・
「
I
S
0
9
0
0
0
」
シ
リ
ー

ズ
入
門
講
座
(
7
月
日
日
制
)

品
質
管
理
・
保
証
に
関
す
る
国

際
規
格
「
I
S
0
9
0
0
0
」
シ

リ
ー
ズ
を
学
習
し
ま
す
。

受
講
料
2
、
0
0
0
円

。
テ
ク
ノ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

・
交
渉
力
強
化
講
座
(
7
月
四
日

開
j
四
日
ω
1
泊
2
日
)

硬
式
野
球
教
室

対
象

中
学
3
年
生
に
限
る

期
間
7
月
1
ロ
月

費
用

会
費
・
:
月
2
、
0
0
0
円
、

入
会
金
・
・
・
5
、
0
0
0
円

申
込
締
め
切
り
7
月
初
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野
球
審
判
協
会
事
務
局
(
宮
@

2
4
7
0
清
水
)

少
年
・
少
女
水
泳
教
室

小
学
3
年
生
以
上
で
泳
ぎ
に
自

信
が
な
い
児
童
を
対
象
に
水
泳
教

室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
7
月
お
日
開
l
m
日
働
5

日
間
(
午
前
日
時
1
ロ
時
)

場
所

市
民
フ
l
ル

菓
集
人
員
印
人
程
度

(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

指
導
者
市
水
、
-
述
謹
盟
指
導
員

参

加

料

7
3
0
円
(
保
険
料
代
)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

を
学
び
、
交
渉
力
を
強
化
し
ま
す
。

墨
輯

1
4
、
0
0
0
円
+
宿
泊

料
、
テ
キ
ス
ト
代

問
い
合
わ
せ

財
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目
宮
⑫
1
1
3
8
)
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申
込
先
市
民
プ
1
ル
お
よ
び
屋

内
プ
l
ル

主
催
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

※
参
加
希
望
を
す
る
児
童
の
保
護

者
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

夏
季
卓
球
大
会

8
月
7
日
旬
、
午
前
9
時

日
時
初
分
場
所
市
民
体
育
館

競
技
種
目

。
シ
ン
グ
ル
ス
H
中

学
男
子
・
中
学
女
子
、

一
般
男
子

A
・
辰
女
子
A
、

一磐

至
JB-

一
般
女
子
B

。
ダ
ブ
ル
ス
H
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
抑
留
稽
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
中
の
人

申
込
期
限
7
月
幻
日
嗣

申
込
先

市
卓
球
協
会
(
告
@
4

1
1
1
内
線
1
2
6
中
嶋
)



少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

期
日

8
月
6
H出
1
8
日
明

た
だ
し
、
参
加
チ
l
ム
数
に
よ

り
日
程
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま

す。チ
ー
ム
編
成

・
小
学
生
の
部

4
年
生
以
上
を

原
則
と
し
ま
す
。

・
中
学
生
男
子
の
部
学
年
は
問

い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格
大
村
市
子
供
会
育
成

連
合
会
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ
る

こ〉」
。

ご
寄
付

参
加
料

1
チ
l
ム
1、
0
0
0
円

申
込
期
限
7
月
お
日
刊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課町野

島

g響
九
連
-E

向

島
n
q

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成 6年 7月号

社
会
福
量
杢
へ

V
松
添
政
俊
(
武
部
町
)
日
万
円

社
会
福
祉
協
議
窓
冨
へ

V
事
氷
洋

一

(
福
岡
県
粕
屋
郡
宇

美
町
)
日
万
円

V
河
内
次
雄
(
今
村
町
)

7
万
円

V
久
保
満
則
(
東
大
村
2
丁
目
)

初
万
円

V
田
島
初
吉
(
西
部
町
)

5
万
円

V
副
島
洋
美
(
水
田
町
2
丁
目
)

却
万
円

広報おおむら

。
一
般
寄
付 (
敬
称
略
)

鈴
田
小
学
校
へ

V
十
八
銀
行
社
会
開
藷
振
興
基
金
H

楽
器
犯
万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
同
校
1
2
0
周
年
記
念
事
業
実

汀
委
員
会
H
黒
門
周
辺
整
備

玖
島
虫
子
校
へ

V
永
白
星
口
同
宣
(
玖
島
1
丁
目
)
備

品
μ
万
5
千
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
民
生
児
童
委
員
協
議
会
H
1
円

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
、
運
営
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
組
織
の
育

~司ヌー沙むさ5@[]~日
。冒臼~8司、

成
-
地
域
、
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協

力

-
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め

る
-
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
電
導
助
一
一
日

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
蓄
の
指
導

氏 名 住 所 電話番号

キオ木ミニ 忠義 日泊町 54-0313 

浦山 弘幸 日泊町 54-1783 

吉川 正嗣 陰平町 54-1977 

局以良祐治 小川内町 52 -2868 

中島泰三 木場2丁目 54-2738 

白浜千寿子 赤佐古町 52 -4758 

坂中好秀 須田ノ木町 54-4560 

木下 毅 久原 1丁目 52 -4746 

富浦 j荷 久原 1丁目 53 -8119 

井j畢昭司 玖島 2丁目 53 -0481 

朝長 r疋i二， 水主町2丁目 53 -0467 

青山美智子 水計町 52 -2510 

飛口 康 杭出津2丁目 53 -1497 

永田紀彦 松並 1丁目 52 -4763 

中尾美恵子 植松3丁目 53 -1011 

加瀬川哲文 池田 2丁目 54-5771 

坂本龍馬 諏訪 2丁目 53 -8201 

毛利友一 上諏訪町 52 -9251 

葉山 洋 桜馬場1丁目 53 -1261 

吉田 州男 協和町 53 -1120 

田添 一也 荒瀬町 55 -3647 

小坂秋弘 田下町 55 -3791 

牛嶋知孝 鬼橋町 55 -7751 

別田征一郎 鬼橋町 55 -8330 

泉 恵一 富の原 1丁目 55 -8194 

樫山 一恵 富の原 1丁目 55 -2267 

有川 信行 今富町 55 -2544 

日局靖郎 福重町 55 -1278 

仙波ミツ子 松原 1丁目 55 -7475 

福嶋健吉 松原 1丁目 55 -7309 

体育指導委員

募
金
3
万
9
3
2
円

V
大
村
湾
サ
ー
キ
ッ
ト

H
3
万
3

千
円
V
場
島
シ
ズ
エ
(
池
田
新
町
)

5

千
円
V
滋
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
H

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
益
金

幻
万
千
円

V
喜
々
津
久
之
(
乾
馬
場
町
)
金

一封
社
ム
宅
福
祉
協
斐
冨
へ

V
出
口
高
吉
(
池
田
1
丁
目
)
金

一封
清
和
国
へ

V
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
ハ
ラ
H

生
花
V
本

埜

7
か
し
わ
も
ち

V
翠
本
会
日
(
森
安
太
郎
・
中
島

松
一
・
末
永
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理

室
季
仕

V
大
村
工
蕃
同
校
日
富
市
ほ
か

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

盤
省
幹
壮
へ

V
永
測
鰻
頭
本
舗
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
田
中
和
子
(
鬼
橋
町
)
熱
帯
魚

V
本
経
守
H
か
し
わ
も
ち

V
原
生
花
庖
H
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

V
板
橋
養
鶏
場
H
冷
凍
卵

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護

学
校
H
奉
仕

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
H
奉
仕

γ
一ュ
l
モ
ラ
ル
H
奉
仕

V
大
庭
邦
子
(
諌
旦
↓
巾
水
昌
寺
町
)

奉
仕

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
中
里
名
)

手
芸
道
官
守

V
踊
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕
V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)

生
韮
担
導

鈴
田
の
里
堂
薗
へ

V
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
H
交

流
尉
簡

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
本
経
守
H
か
し
わ
も
ち

泉
の
里
へ

V
花
王
販
売
H
花
王
製
品

V
岩
本
ス
ミ
エ
(
今
村
町
)
3
万
円

V
植
松
教
会
青
年
部
H
ゆ
で
卵

V
大
川
田
老
人
会
日
奉
仕

V
福
田
和
恵
(
竹
松
本
町
)
奉
仕

V
橋
本
正
利
(
松
原
本
町
)
石
け
ん

V
永
測
鰻
頭
本
舗
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
松
屋
東
部
彊
寿
会
H

息
子
尉
簡

V
溝
口
漬
物
庖
H
た
か
な
漬

V
高
松
寿
(
赤
佐
古
町
)
え
ん
ど

、つ一旦
V
尾
喧
義
雄
(
徳
泉
川
内
町
)
じ
ゃ

が
い
も

V
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
宝
満
チ

1
ム
リ

タ
オ
ル
・
石
け
ん

V
鈴
木
・
井
手
・
平
・
中
尾
・
好

田
・
和
田
理
容
院
H
理
容
奉
仕

野
缶
湖
・
松
原
小
入
口
パ
ス
待
合

所
へ
V
長
崎
県
産
業
廃
棄
物
協
会
大
村

支
部
H
長
い
す
4
脚

日可
U

1
よ



カレジターア周の
?
月
は
、
固
定
資
産
税
(
2
期
)
、

(納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

国
民
健
康
保
険
税
〈

1
期
)
の
納
期
で
す
。

明日の親のための学級(?) 14日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

1日 市コミセン 18 :30~20:00 (本) ⑮紙粘土

(金) 成人の健康相談 福祉センタ ー 13:00~15:00 
1歳6か月児健康診査

⑮40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
15日 市コミセン ②12:45~ 13:10 

⑮⑮…7日(材と同じ
38 当番医 (金) 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

(日)
(内・小)松永医院 古町2丁目 ft@2943 

⑪⑮…1日働と同じ
(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮@4330

1(6土日) 
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~

耳とことばの相談 福祉センター13:00~15:00 

4日 市コミセン 9:30~ 11:00 ⑧9:00~9:30 
1?白 当番医⑮母子健康手帳、ズボン (内)南野クリニック 乾馬場町 n@2233 

(用) 一般健康相談 市役所 13 :00~ 16:00 (日) (産)おび産婦人科医院本町 n@1103 
@血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか

1(9火日) 
5(火日) 

乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑤9:30~11:00 
乳幼児健康相談 福重出張所 ②13:30~15:00 

20日 妊婦教室(3)中地区公民館 13 :00~ 16:00 
68 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~ 16:00 (水) ⑮母子健康手帳
(水) ⑮母子健康手帳

3歳児健康診査 大村保健所
1歳6か月児健康診査 市コミセン

21日
⑧9:l5~9:45 13:00~ 13:30 

7日
⑧12:45~ 13:10 ⑮平成3年1月生まれ (2年7月 ~12月生ま れで、
⑮平成4年12月生まれ (4年7月 ~11月生まれで、 (本) まだ受けていない人も受診してください)

(本) まだ受けていない人も受診してください) ⑮母子健康手帳、問診票
⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親 定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 
子とも)(お母さんの歯科健診も実施します)

当番医24日8日 明日の親のための学級(8) (内・呼)おおつか内科医院 西三城町 ft@8080 
(金) 市コミセン 9:30~ 1 3:00 (日) (産)大村中央産婦人科 水主町2丁目 ft@3850 

10日 当番医 25日 乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑤9:30~11:00 
(内)近藤医院 東本町 ft~1166 ことばの教室 市コミセン 13 :30~ 16:00 

(日) (眼)計屋眼科医院古町 1丁目 ft@6888 (月) ⑮⑮11日(月)同じ

ことばの教室 市コミセン 13:30~ 16:00 2ワ日 妊婦教室(4)中地区公民館 13:00~ 16:00 

11日 (初めての人は、健康増進課まで電話で (水) ⑮母子健康手帳

申し込んでください) 28日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 
(用) ⑮母子健康手帳、⑮ことばの発達などが (本) ⑮作品づくり、 言語相談

気になる幼児
当番医31日

12日 乳幼児健康相談 市コミセン (日)
(内)川本内科医院久原 1丁目 n@5675 

⑧9:30~ 11:00、 13:30~15:00 (整)貞松病院 東本町 n@1161 

(火) ⑮離乳食教室 1O:30~ 15:00 
略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑪…内容

13日 妊婦教室(2)中地区公民館 13:00~ 16:00 ⑮…持ってくるもの

(水) ⑮母子健康手帳 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
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6月1日現在
計 77，756
c + 1 0 0) 
37，269 
C+ 3 9) 
40，487 
c + 6 1 ) 
24，850 
c+ 8 0) 
〉は前月比

人口の動き

男

女

人口

世帯数

nu 
円
ノ
釘

7月の大村ポート (3 日 ~4 日 ・グランドチャンピオン場外発売、 9日

~14 日 ・ 日刊杯争奪戦、 22 日 ~26 日、 29 日 ~8 月 2 日 ・ 女子リ ー グ第 9 戦)
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